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　令和７年１２月１７日 ( 水 )、吉賀町柿木地内において、株式会社森の環製材工場の開所式が行われま

した。式典には、多くの関係者が出席し、新たな拠点の門出を祝いました。

　本製材工場は、地域おこし協力隊『森師研修員』の受託企業である株式会社森の環の事業所として、老

朽化した施設の改修をはじめ、製材加工設備や薪製造設備、レーザー加工機などを導入し、六次産業化に

向けた整備が行われました。

　今後は、丸太販売などの素材生産とあわせて製品販売や木育事業を推進し、木材の付加価値を高める事

業展開を目指していきます。
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令和７年度吉賀町米食味選手権表彰式及び

第２７回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会 in つくばみらい受賞報告会

　吉賀町産米の市場価値向上と生産者の生産意欲向上を目的に、優れた生産者を表彰する「吉賀町米食味

選手権」を実施し、令和７年１２月１９日、役場六日市庁舎にて表彰式を執り行いました。本選手権にお

いては、一定の基準を満たす検体を出品した生産者および生産者組織を優秀賞として選定し、その中から

食味値上位５名を金賞として表彰しました。

令和７年度吉賀町米食味選手権受賞者（敬称略）

賞 生産者名

金賞 潮　竜太郎・北川　智利・長谷川　慎・村上　一郎・渡邊　周治

優秀賞 川瀨　史惠・桑原　達典・助はんどうの会・中田　昭・永安　誠

第２７回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会 in つくばみらい受賞者

賞 生産者名

米・食味分析鑑定コンクール国際大会

　特別表彰 「オーガニックビレッジ宣言　環境農業大賞」
村上　一郎

米・食味分析鑑定コンクール国際大会

　都道府県・海外地域代表 お米選手権部門 「金賞」
渡邊　周治

※掲載順は五十音順です

　また、吉賀町選抜における選抜要件を満たした計１１検体を、令和７年１２月６日から７日にかけて茨

城県で開催された「第２７回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会 in つくばみらい」へ出品しました。

　本大会は、国内外から高品質な米が集まる国内最大級の食味評価コンクールであり、今年は全国及び海

外から５，０７０検体もの出品がありました。その結果、吉賀町から出品した米のうち、村上一郎氏が、

昨年新設された特別表彰「オーガニックビレッジ宣言 環境農業大賞」を受賞されました。この賞は、環

境に配慮した持続可能な農業の実践と、その地域ぐるみの取り組みが高く評価された生産者に贈られるも

のであり、吉賀町としては設立初年度に続き今回で２度目の受賞となります。さらに、渡邊周治氏が出品

された品種「きぬむすめ」は、一次審査で都道府県・海外地域代表お米選手権部門における４１検体のう

ちの１つに選出され、３０名の審査員による食味審査が行われました。審査では米の艶・香り・のどごし

など複数の基準に基づいて点数が付けられ、その結果、上位１６名にのみ贈られる「金賞」を受賞されま

した。これらの成果により、本大会における吉賀町の受賞は第１８回大会以降、１０大会連続となり、吉

賀町産米の高い評価と、環境に配慮した農業への持続的な取り組みが全国的に高く評価されていることを

改めて示す結果となりました。

トピックス
話題・できごと

＜役場で行われた表彰式にて＞＜つくばみらい市で行われた表彰式にて＞
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高島屋日本橋店で吉賀町フェアを開催しました

　令和７年１１月２８日（金）から３０日（日）までの３日間、東京日本橋の「高島屋本店　髙島屋ファー

ム」スペースにおいて、吉賀町フェアを開催しました。

　会場では、栽培期間中に農薬や化学肥料を使用していない野菜や新米のほか、味噌、揚げかきもち、焼

き菓子など、吉賀町の魅力が詰まった多彩な農産加工品を取りそろえ、多くのお客様に紹介しました。

　新鮮な農産物を届けるため、輸送にはＡＮＡ航空貨物事業を活用し、萩・石見空港から羽田空港を経由

して高島屋本店まで迅速に輸送しました。

　今回が初めての開催となりましたが、期間中

は連日多くのお客様が足を止め、商品を手に

取っていただきました。生産背景や吉賀町の自

然環境を説明する中で、町の取り組みや魅力へ

の関心も高まり、農産物等を通じて吉賀町を広

くＰＲする有意義な販売会となりました。今後

も、このような機会を通じて、吉賀町の魅力発

信と農産物の販路拡大に取り組んでいきます。

第４回「有機の学校 in 吉賀町」を開催しました

　令和７年１２月２日（火）、今年度最後となる第４回「有機の学校 in 吉賀町」を開催し、講師として千

葉康伸さん・森昭暢さん（一般社団法人次代の農と食をつくる会）をお迎えしました。

　福川の圃場では、これまでの作業を振り返りながら、ニンジンや白ネギの生育具合を確認しました。参

加者は、ニンジンの植え方や、植え方に応じた適切な間引き方法について学びました。

　続いて、木部谷の圃場では、参加者で植えた白ネギの生育確認と作業の振り返りを行いました。白ネギ

栽培では土寄せの時期が重要であり、気温や土の加湿状況によって適切な時期を見極める必要があるなど

の説明がありました。参加者からは「来年は白ネギに挑戦してみたい」と言った声も上がり、来年度に向

けた栽培の質問が活発に交わされました。

　その後、木部谷・大野原自治会館にて全体の振り返りと、今年多かった虫害対策をテーマに講義を実施

しました。虫害を減らすために天敵を増やす方法や、そのための環境づくりなどについて学びました。

　今年は、「今の環境にあったオーガニックを学ぼう」をテーマに、年間を通して栽培方法や環境に応じ

た実践を学んできました。天候の変化や土壌の違いに合わせた栽培技術を現場で体験できたことで、参加

者からは「実践の圃場で学ぶことで理解が深まった」「自分の畑でも試してみたい」といった声が多く寄

せられました。また、参加者同士の交流が進み、それぞれの経験や悩みを共有しながら学べたことも大き

な成果となりました。年間を通した学びにより、有機農業への関心と取り組みの広がりを感じられる一年

となりました。
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第７５回“社会を明るくする運動”作文コンテスト入賞作品について

　今年度も島根県推進委員会の主催で“社会を明るくする運動”作文コンテストが実施されました。

　このコンテストは、次代を担う小・中学生のみなさんに日常の家庭生活や学校生活での体験をもとに、

犯罪や非行のない地域社会づくりなどについて考えたことを作文にし、“社会を明るくする運動”に対す

る理解を深めてもらうことを目的として毎年行われています。

　この度の作文コンテストでは、吉賀町内の応募作品の中から町長賞に茅原愛桜さん、教育長賞に矢野菜

乃心さんが選ばれ、受賞した２名の方には吉賀町保護司より賞状と副賞が贈呈されました。

【町長賞】

　　六日市中学校２年

　　茅原　愛桜さん

　　作文題名：優しいつながり方

【教育長賞】

　　吉賀中学校３年

　　矢野　菜乃心さん

　　作文題名：今、思いやり

「よしか音訳の会」が島根県県民いきいき活動奨励賞を受賞

　令和７年１２月１０日（水）に島根県庁で開催された「島根県県民いきいき活動奨励賞」の表彰におい

て、よしか音訳の会が【ＮＰＯ・ボランティア部門】の受賞団体に選ばれました。

　よしか音訳の会は、目の不自由な方や音訳による情報提供を必要とする方々に、音声を通じて地域の情

報や文化を届ける活動を続けています。毎月、町広報や学校だより、社協・議会・公民館のお知らせ、書

籍や冊子などを録音し、ＣＤを制作・郵送することで、地域の情報格差の解消に大きく貢献しています。

　また、月に一度は地域のデイサービス施設を訪問し、紙芝居の上演や歌、ゲームなどを通して、高齢者

の方々に楽しみと笑顔を届ける活動も行っており、福祉・文化の両面から地域に温かいつながりを生み出

しています。

＜岩本町長へ受賞の報告をいただきました＞＜丸山知事より賞状が授与されました＞
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吉賀町手話奉仕員養成講座修了式が執り行われました

　吉賀町福祉事務所長より受講生一人ひとりに修了証書が手渡されました。１０名は２年間の課程を修了

し、未来への大きな一歩を踏み出しました。今後の活躍に期待します！

令和８年度

吉賀町手話奉仕員養成講座受講生を募集します。

　○手話に興味・関心がある

　○手話で話してみたい

　○誰かの役に立ちたい・・・

　　　詳細は決まり次第、広報等でお知らせします。

　　　問合せ先：吉賀町役場保健福祉課　☎７７－１１６５

元　六日市町長　故　村上定弘さんに叙位の栄

　去る５月１０日にご逝去された村上定弘さん（享年８７歳）に、叙位従六位が授与されることになり、

令和７年１２月１２日にご遺族へ岩本町長から位記が伝達されました。

元六日市町立六日市小学校長　北野嘉輝さんに高齢者叙勲の栄

　令和７年１０月１日に北野嘉輝さん（六日市）に　瑞宝双光章　が授与されることになり、令和８年１

月６日に岩本町長から勲記と勲章が伝達されました。

　北野嘉輝さんは、昭和３６年４月１日付けで海士郡海士村立海士中学校（現隠岐郡海士町立海士中学校）

において学校教育者としての第一歩を踏み出して以来、平成１０年３月３１日に六日市町立六日市小学校

長を退職するまでの３７年間を小中学校教育の発展のために尽力されました。

　このたび、長年にわたる教育者としての功績が、叙勲の栄誉として認められました。

　村上定弘さんは、昭和４９年に六日市町議会議員に３６

歳の若さで初当選し、以後、昭和５６年までの２期７年間、

地方議会の進展に尽力されました。その間２年間にわたり、

副議長を務められました。また、昭和５７年に六日市町長

に当選し、平成２年までの２期８年間、今日の町制の礎を

築くことに大きく貢献されました。平成２５年には、旭日

双光章を受章されており、このたび、地方自治及び地域振

興に尽力された功績が叙位の栄誉として認められました。
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人権週間のとりくみ

　日本では、１２月１０日の「世界人権デー」の前１週間（１２月４日～１２月１０日）を「人権週間」

として、全国各地で啓発活動が実施されます。吉賀町では１２月３日に、人権擁護委員さんが町内の小中

学校、団体、企業等を訪問しました。啓発物品を配布し、人権についてそれぞれの立場で取り組んでいた

だくようお願いをしました。また、広報車で町内を巡回して、人権週間のＰＲを行いました。

　１２月５日～１２月１１日の期間では第１２回「いのち・愛・人権」展に参加し、パネル展示を行いま

した。この「いのち・愛・人権」展は２２の団体で構成される益田・鹿足実行委員会が主催となり、益田

市人権センターではパネル展示、益田市総合福祉センターでは映画上映が行われました。第１２回は～広

げよう、人権文化のまちづくり～をテーマとして「一人ひとりが大切にされ、人と人とがつながり、生き

る喜びを実感できる『人権のまちづくり』を進めていくために、さまざまな人たちや団体とのネットワー

クを広げ、『人権文化』豊かな社会へ発展させよう」という趣旨のもと開催されました。

　障がい者、高齢者、子ども、女性、部落差別、平和と戦争問題、多文化共生などさまざまな人権課題を

見て、聞いて、体験することのできた内容となりました。

　１２月９日～１２月１９日の間には町内の保育所を訪問し、『人権の花』運動を実施しました。各園の

年長さんに人権がテーマとなる紙芝居の読み聞かせをおこない、やさしい気持ちをもって花を育ててもら

うことを願って、一人ひとりにヒヤシンスの鉢植えを手渡しました。少し照れくさそうにしながらも嬉し

そうに花を受け取っていました。「思いやりの気持ちをもってきれいな花を咲かせてください。」と伝える

と、「はい！」と大きな返事を返してくれたことがとても頼もしく感じました。

＜六日市保育所＞

＜七光保育所＞

＜双葉保育所＞

＜かきのき保育所＞

人権イメージキャラクター

　人ＫＥＮあゆみちゃん

人権イメージキャラクター

　人ＫＥＮまもる君
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酒井董美氏収録　「島根の民話」がケンブリッジ大学図書館に収蔵されます！

　酒井さんは松江市出身の元島根大学法文学部教授の方で、昭和３７年４月から同４２年３月まで柿木中

学校で教壇に立たれました。昭和３５年から口承文芸の収録を始め、柿木中学校に赴任されてから収録さ

れた昔話やわらべ歌などは昭和５２年、「柿木村の民俗」として当時の柿木村教育委員会から発行されて

います。

　この度の収蔵は、吉賀町での話（むすびを食べた地蔵様）を含む県内の民話全５話で、英語をはじめド

イツ語やフランス語など６か国語の翻訳で収録されます。この吉報は、東京吉賀会に在籍されている大田

俊夫副会長（旧柿木村茂土路出身）から提供していただきました。大田さんが柿木中学校に在籍していた

時代には、毎週のように酒井さんが自宅を訪問され、お爺様から旧柿木村に伝承されていた民話やわらべ

歌を口承で収録されていたとのことです。

１９６６年（昭和４１年）

ＮＥＴテレビ（現在のテレビ朝日の前身）

「木島則夫モーニングショー」に柿木小児童と出演

右側後方が酒井さん

島根県統計功労者等表彰式

　１２月１８日（木）松江市の島根県庁講堂において、島根県統計功労者等表彰式が開催され、吉賀町か

ら４名の受賞者が出席しました。丸山島根県知事から表彰状が手渡され、長年にわたる統計調査へのご尽

力とご協力に対しての敬意と、お祝いの言葉がかけられました。

　この表彰式は、統計事務に関し特に顕著な功績のあった個人又は団体を表彰し、統計従事者の志気の高

揚を図ることを目的に、島根県と島根県統計協会が主催して行われるものです。近年、個人情報保護や防

犯意識の高まり等により、統計調査の実施に際して調査員の皆様にはご苦労をおかけするとともに、調査

員になっていただける方の確保も難しさを増しています。

　今回受賞された皆様への心よりの感謝を申し上げます。

【受賞者】※敬称略、五十音順

　　★島根県統計協会会長表彰

　　　　（調査員として１０年以上従事）

　　　　上山ナツエ　澄川直久　堀　京子

　　★島根県知事感謝状

　　　　（調査員として５年以上従事）

　　　　大溝美加枝　佐藤千栄子　田村俊則

　　　　坪井清美　　福原信子　　松田千恵

　　　　松田照美　　右田　巧　　山根里馬

２０２３年８月３０日撮影
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８０２０よい歯のコンクール 表彰

　『８０２０よい歯のコンクール』は毎年、島根県と島根県歯科医師会が開催しているコンクールです。

このコンクールでは、８０歳以上で自分の歯を２０本以上保有している方を表彰しています。自分の歯が

２０本以上あると、食生活にほぼ満足できると言われています。今年は県内で１３５名の方が推薦され、

町内では１４名の方が優良賞を受賞されました。

　受賞者の皆さんにインタビューし、お口について、心がけていることを伺うことができましたので、ぜ

ひ、みなさんも受賞者の方の心がけていることを参考にお口の健康を保ちましょう！

●８０２０よい歯のコンクール受賞者の皆様（順不同、了承を得た方のみ掲載しています）

お名前 心がけていること

佐野　彰則さま 毎日１日３回しっかり歯をみがいています。

藤元　妙子さま 何か食べたらすぐに歯をみがくようにしています。

田中　幸枝さま
３か月に１回歯科受診をしています。

フロスや舌ブラシも活用して丁寧に歯みがきをしています。

渡辺　司さま フロスを活用しながら、毎日しっかり歯みがきをしています。

寺戸　美瑳子さま 何か食べたらすぐに歯をみがくようにしています。

河野　重人さま
３か月に１回歯科受診をしています。

毎日１日３回しっかり歯をみがいています。

大垰　正吉さま
定期的に歯科受診をしています。

毎日１日３回しっかり歯をみがいています。

山元　好子さま 月に１回歯科受診をしています。

村上　康博さま 歯間ブラシを活用し、毎日１日３回しっかり歯をみがいています。

中村　洋子さま
歯間ブラシやワンタフトブラシを活用して丁寧に時間をかけて歯をみがいていま

す。

中村　明美さま
年に２回歯科受診をしています。

舌ブラシ等も活用してしっかり歯をみがいています。

富安　淳子さま ３か月に１回歯科受診をしています。

　受賞者の方は、丁寧な「セルフケア」と定期的な「歯科受診」を心が

けておられることが分かりました。実際、お口の健康を維持するために

は、「適切なセルフケア」と「定期的なプロケア」がとても重要です。

フロス等を活用しながら歯みがきをすれば、８０％程度の歯垢を除去す

ることが可能ですが、それでもすべての歯垢をきれいにすることはでき

ないため、歯科医院で定期的にお口の汚れをきれいにしてもらったり、

むし歯等がないかみてもらったりしましょう！



9　　広報よしか　2026 年 2 月号　№ 244

トピックス
話題・できごと
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柿木地域⇒ビ・容

水 木 金 土
４　ゆらら休館日

　 　はとのゆ休館日

５

松ヶ丘病院通院バス運行日

６

骨折・転倒予防教室

７

１１　建国記念の日

　　　　はとのゆ休館日

１２

手話通訳者設置日

１３

行政相談所等開設日

１４

１８　はとのゆ休館日 １９

松ヶ丘病院通院バス運行日

障がい者就労相談日

２０

特設人権相談所

からだ爽快教室

２１

２５　はとのゆ休館日 ２６

手話通訳者設置日

２７ ２８

可燃ごみ収集日

◆週２回（柿木地域）地区⇒月・金　　　　　　　　　◆週２回（蔵木・六日市）地区⇒月・木

◆週２回（朝倉・七日市）地区⇒火・金　　　　　　　◆月１回地区⇒第４週の月

◆週１回（蓼野・朝倉【奥仲、野田、樋ノ口】）⇒火　 ◆週１回（星坂）⇒木

ごみの種類
資：資源ごみ　　カ：カン類　　容：容器プラスチック　　商：商品プラスチック

有：有害ごみ　　ビ：ビン　　　陶：陶器類　　　　　　　粗：粗大ごみ

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

朝倉・七日市⇒カ・容

町県民税の申告及び確定申告がはじまります
２月１６日（月）～３月１６日（月）

８時３０分～１１時３０分、１３時～１６時
＜土日祝日を除く＞
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朝倉・七日市

　　　　⇒ビ・有・商

朝倉・七日市⇒粗・容

納期限のお知らせ

〈納付書払いの方〉

３月２日（月）

〈口座振替の方〉

３月２日（月）

〈２月納付対象科目〉

固定資産税（４期）

下水道使用料

　　　（１１・１２月分）

集落排水処理施設使用料

　　　（１１・１２月分）

吉賀町役場

電　話　７７－１１１１

ＦＡＸ　７７－１８９１

吉賀町役場柿木庁舎

電　話　７９－２２１１

ＦＡＸ　７９－２３４４

吉賀町教育委員会

電　話　７７－１２８５

ＦＡＸ　７７－００４０

火事救急は１１９番

事件事故は１１０番

日 月 火
１ ２ ３　ゆらら休館日

ストレッチ教室

８ ９

松ヶ丘病院通院バス運行日

１０

妊婦・乳幼児健康相談

ストレッチ教室

１５ １６ １７

ストレッチ教室

ひきこもり相談日

２２ ２３　天皇誕生日 ２４

松ヶ丘病院通院バス運行日

妊婦・乳幼児健康相談

乳児健診

こころの相談

２０２６年（令和８年）

　　２月　町民カレンダー

蔵木・六日市⇒粗・容

蔵木・六日市⇒カ・容

蔵木・六日市⇒資

柿木地域⇒ビ・容

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容
河津・金山谷

⇒粗・容・ビ・有・カ・商

蔵木・六日市

　　　　⇒ビ・有・商

第２１回よしか・夢・花マラソン
４月２６日（日）開催！

＜申込締切　２月２８日（土）＞
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保健だより
健康・食育・予防
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保健だより
健康・食育・予防

　　　　　　　　　　食育コーナー　　　郷土料理に挑戦

　今年度も、食生活改善推進員と吉賀町に伝わる郷土料理の調理実習を町内小学校、中学校で開催しまし

た。吉賀町に伝わる郷土料理にまつわるいわれについてもお話しをして、調理実習を行いました。

　最近は角寿司を各家庭で作ることは少なくなり、食べたことはあっても実際に作ったことはない子ども

たちがほとんどです。寿司の型に押して作るところを初めて経験する子どもたちも多くいました。また、

多くの伝承料理が時間をかけ、丁寧に作られていること、家の人の毎日の食事作りの苦労を知ったなど、

作るだけではなく、経験したことからいろいろなことを想像している様子に驚きました。

　小中学生とも地域の食生活改善推進員さんと楽しくコミュニケーションをとりながら調理実習をしてい

ました。普段できない体験に悪戦苦闘しながらも、食生活改善推進員さんに教えていただき、一生懸命取

り組んでいました。

 自分たちの作ったお米で角寿司を作った小学生の感想

〇僕たちが作った棚田のお米で作った角寿司もおにぎりもすごく美味しかったです。米作りは大変

　だったけど、美味しいのが出来たから良かったです。

〇今日の収穫祭をして楽しかったし美味しかったです。一番楽しかったのは、角寿司づくりです。

　なぜかというと、最初はやり方を知らなかったけどやってみたら結構楽しかったからです。

 中学生の感想

〇今日の郷土料理実習で食改さんと楽しく作れて良かったです。日本には今日作った郷土料理以外の

　料理がたくさんあるから、家に帰ってから調べたり、お母さんと一緒に作ったりしたいです。また、

　今日一緒に作ってくれた方が分かりやすく説明をしてくれたから、すごく作るのが楽しかったです。

〇今日の出来事を家族にも伝えて、いつかたくさんの県の郷土料理を作ってみたいと思いました。良

　い体験ができたので、またどんどん新しいことにも挑戦して食改さんのように料理の仕方を教えて

　あげたいです。

〇家で作ったものは今回なかったけど、おばあちゃんからにごみをもらったり、押し寿司を買ったり

　など食べたことがあって、自分達で作ることでさらに美味しく感じました。伝承料理なので他の人

　に伝えていきたいです。

○今日の教室を通していろいろな郷土料理が知れました。私は特に角寿司が美味しかったです。でも

　他のものも全部美味しかったです。いろいろなことがあったけど、みんなで協力して作ったからい

　つも美味しいけど今日は倍おいしかったです。また家族と作ってみたいです。
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昨
年
11
月
29
日(

土)

吉
賀
町
社
会
福

祉
協
議
会
合
併
20
周
年
記
念
式
典
が
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
私
も
町
を
代
表
し
て
出

席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
佐
古
会
長
様
を

は
じ
め
役
職
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、

当
町
の
福
祉
行
政
全
般
に
亘
り
、
様
々
な

形
で
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
心
か
ら
の
祝
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

当
協
議
会
で
は
、
こ
の
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
設
立
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の

開
始
や
障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
事
業
所

ア
ス
ノ
ワ
開
所
を
は
じ
め
、
福
祉
全
般
に

亘
る
分
野
に
お
い
て
精
力
的
な
活
動
を
展

開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
自
身

が
一
番
記
憶
に
残
る
の
は
、
令
和
元
年
５

月
に
発
生
し
た
七
日
市
地
区
大
規
模
建
物

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

Vol.93

岩本一巳

吉
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
合
併
20
周
年

火
災
の
際
に
、
い
ち
早
く
現
場
に
於
い
て
「
助

け
合
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
立
ち
上
げ
て
頂

き
、
連
日
、
ボ
ラ
イ
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

頂
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
当
協
議
会
で
は
、
現
在
、
地
域

福
祉
の
充
実
に
向
け
数
々
の
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
ロ
ン

は
、
日
々
の
暮
ら
し
を
孤
立
し
て
行
う
の
で

は
な
く
、
ご
く
身
近
な
地
域
を
拠
点
と
し
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
助
け
合
い
、
楽

し
み
を
分
か
ち
合
い
、
ご
近
所
づ
き
合
い
の

場
を
提
供
す
る
も
の
で
、
町
内
33
箇
所
で
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
去
る
12
月
18
日(

木)
に
は
、
注
連
川
東
地
区
サ
ロ
ン
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
皆
さ
ん
と
共
に
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑
戦
し
た
り
、

朝
倉
小
学
校
さ
く
ら
学
級
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
ゲ
ー
ム
や
歌
を
楽
し
み
、
そ
の
後
は
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
作
ら
れ
た
美

味
し
い
食
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歩
い
て

行
け
る
場
所
に
気
軽
に
集
い
、
サ
ロ
ン
を
通

じ
て
、
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
・
仲
間
づ

く
り
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
町
も
新
町
と
し
て
誕
生
し

昨
年
満
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。
取
り
巻
く
環

境
は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
常
に
前
を
見
据
え
て
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
そ
の
中
で
も
最
も
重
要
視
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
何
と
言
っ
て
も
地

域
福
祉
の
充
実
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に

は
、
当
協
議
会
は
、
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い

組
織
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
日
々
連
携
し

地
域
の
皆
様
の
複
合
化
・
複
雑
化
し
た
支
援

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
自
立
に
向
け
た
対
策
の

充
実
強
化
に
向
け
、
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

改
め
て
、
記
念
式
典
開
催
を
契
機
と
し
て
、

当
協
議
会
が
今
後
益
々
ご
繁
栄
さ
れ
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

＜こんな美味しい食事でした＞＜こんな美味しい食事でした＞

＜サロン参加者の皆さんと一緒に＞

これまでの検針票　　　　　　　　　　　　　　　令和８年２月下旬からの検針票
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上下水道コラム

　上下水道（農集含む）では令和８年３月から使用料金を一体請求することとなりました。これに合わせ

て、上下水道をご利用の方には様々な変更点や影響があります。この変更点を今号と次号の２回に分けて

ご案内して参ります。

　今号のコラムでは、新しい検針票についてご案内いたします。この新しい検針票は、次回の検針（令和

８年２月下旬）からの交付になります。水道だけご契約の方や、下水道だけご契約の方もこの新しい検針

票になります。

これまでの検針票　　　　　　　　　　　　　　　令和８年２月下旬からの検針票

！変更点のポイント！

・請求月とご使用月を併記し、いつお使いになったものかが分かりやすくなります。

・口座振替の方は、前回分の引落の領収書としてもお使いいただけるようになります。

・下水道使用料（農業集落排水処理施設使用料）の金額も検針票で確認できるようになります。

　併せてインボイスとしてもお使いいただけるようになります。

・水道のインボイスとしても引き続きお使いいただけます。

・消費税の表記を見直し、内税であることが分かりやすくなります。

　　次号のコラムでは納付書や口座振替の手続きなど、お支払いに関する変更点をご案内します。

　　なお、上下水道料の督促状も２月発送分から変更し、督促状で納付が出来るようになります。
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況１２月≫

●貸出総数　２７３５冊

●貸出人数　　６２７人

●来館者数　　５２２人

[ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館

地域の公民館に返却ポストがありますので

ご利用ください。

【クリスマス会】

　１２月２５日、楽しいクリスマス会を企画し開催しました。当日は、六日市学童の皆さんの参加があり

　賑やかでした。内容は、簡単な毛糸のリース製作、図書館長の手品、ＤＶＤ「大男とクリスマスツリー」

　の上映などでした。これからも楽しい企画を考えてご案内いたしますので、どうぞご参加ください。

【若い人に贈る読書のすすめ　２０２６】

　１月の成人の日にちなんで、この時期に公表される「若い人に贈る読書のすすめ」ですが、毎年リスト

　の本を展示して貸出しています。全部で２４冊ある中で、少しご紹介します。

　・月収　　　　　　　　　　　　　原田　ひ香　　　　・僕には鳥の言葉がわかる　　　鈴木　俊貴

　・小説　　　　　　　　　　　　　野﨑　まど　　　　・ＡＩに書けない文章を書く　　前田　安正

　・願わくば海の底で　　　　　　　額賀　澪　　　　　・「ごめんなさい」の練習　　 　林　健太郎

　・給水塔から見た虹は　　　　　　窪　美澄　　　　　・人よ、花よ、（上、下）　　　　今村　翔吾

　・好きな食べ物がみつからない　　古賀　及子　　　　・愛ちゃんのモテる人生　　　　宇井　彩野

　・大学４年間を「応援」に捧げた私が古生物学者になった話　　泉　賢太郎

吉賀町立図書館

柿木公民館

　春の訪れとともに一年が始まる「立春」。季節の変わり目「節分」の翌日が立春で、新暦の２月４日頃。

実際の感覚では、一段と厳しい寒さが加わりますが、暦の上ではこの日から春が始まります。また、旧暦

２月８日古針の労をねぎらい供養する御事始（針供養）の伝承が各地に残っています。この日は針仕事を

休み、使えなくなった古い針を集めて豆腐やこんにゃくなどに刺し、神棚に供えたり、川に流したりしま

した。

　使った針に感謝の気持ちを込めて供養するとともに「針仕事が上達するように」「ケガがないように」

と祈願します。

【今月の本の紹介】

　浮世道場　　　　　群　ようこ　　　　　　　　幻滅論　　　　　北山　修

　これなあに？　　　みやにし　たつや　　　　　戦国二人三脚　　杉本　　苑子

　家庭力　　　　　　陰山　英男　　　　　　　　感動する物理　　橋本　幸士

　「地元」の力　 　　金丸　弘美　　　　　　　　華の下にて　　　内田　康夫

　幸福な生活　　　　百田　尚樹　　　　　　　　つながろ！　　　しまだ　ようこ

　にているね！？　　五味　太郎　　　　　　　　うつくしく、やさしく、おろかなり　　杉浦　日向子

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日
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«
寄
稿
»

御
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く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

御
飯
を
焚
く
の
に
昔
の
人
は
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労
し
て
い

ま
し
た
。
昔
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釜
で
、
薪
で
、
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屋
根
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家
の
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ま
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」
が
有
っ
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い
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。
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部
が
電
気
と
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ガ
ス
炊
飯
器
は
今
も
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
時
、
露
天
商
の
方
々
の
多
く

は
焼
き
物
｟
焼
そ
ば
、
イ
カ
焼
き
、
お
好
み

焼
き
、
た
こ
焼
等
｠
は
ほ
と
ん
ど
が
ガ
ス
で

す
。
又
、
学
校
給
食
や
福
祉
施
設
の
調
理
場

も
主
流
は
ガ
ス
の
よ
う
で
す
が
、
一
般
家
庭

の
御
飯
は
電
気
炊
飯
器
の
よ
う
で
す
。
し
か

し
よ
く
見
る
と
今
時
の
炊
飯
器
は
、
は
が
ま

炊
、
か
ま
ど
炊
き
、
土
鍋
炊
き
等
々
数
々
の

新
機
能
を
纏
う
製
品
が
出
回
っ
て
い
て
、
昔

の
薪
で
、
羽
釜
で
炊
い
た
御
飯
を
い
か
に
再

現
す
る
か
に
多
く
の
力
を
注
ぎ
各
社
鎬
ぎ
を

削
っ
て
い
る
様
で
す
。
羽
釜
で
炊
い
た
ご
飯

は
い
か
に
美
味
し
か
っ
た
か
と
言
う
証
明
に

も
な
ろ
う
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
の
子
等
は
羽
釜
も
「
か
ま
ど
」
も
知
り

ま
せ
ん
。
火
加
減
の
難
し
さ
や
、
黒
く
煤
の

付
い
た
羽
釜
の
底
を
藁
を
束
ね
て
作
っ
た
束

子
で
擦
っ
て
、
手
を
黒
く
し
て
困
っ
た
も
の

で
し
た
。

　

昔
の
や
り
方
に
戻
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
時
、
電

気
や
ガ
ス
が
使
え
な
く
な
れ
ば
、
や
は
り
薪

と
羽
釜
の
世
話
に
な
る
事
に
な
る
で
し
ょ

う
。
電
気
、
ガ
ス
の
な
い
時
を
考
え
て
昔
の

飯
炊
き
の
方
法
を
伝
授
し
て
お
く
こ
と
は
今

の
高
齢
者
達
の
役
割
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　

«
寄
稿
»

郷
里
回
想
録
三
十
一
｟
前
編
｠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

か
つ
て
の
敗
戦
直
後
昭
和
時
代
は
金
品
物

資
が
共
々
に
至
っ
て
不
足
の
日
常
で
あ
っ

た
。
よ
っ
て
、
大
人
も
子
ど
も
も
身
近
現
物

よ
り
楽
し
み
・
遊
び
・
行
楽
を
見
い
出
し
た
。

よ
っ
て
、
次
の
是
等
も
其
の
一
つ
で
あ
る
。

是
は
年
末
か
ら
お
正
月
の
期
間
雪
の
下
で
良

く
「
百
人
一
首
か
る
た
」
を
子
ど
も
達
も
一

挺
前
に
読
ん
だ
り
各
家
に
集
合
「
か
る
た
取

り
」
と
云
っ
て
遊
ん
だ
り
し
て
い
た
。

　

此
の
当
時
村
に
は
若
い
青
年
が
比
較
的
多

く
在
住
此
の
青
年
達
か
ら
主
に
「
百
人
一
首

カ
ル
タ
取
り
」
を
享
受
す
。
そ
し
て
、
此
の

百
人
一
首
「
和
歌
」
の
中
に
「
ち
は
や
ぶ
る

神
代
も
き
か
ず
竜
田
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水

く
く
る
と
は
」
と
云
ふ
歌
が
あ
る
此
の
歌

の
意
味
を
青
年
曰
く
、
そ
れ
は
、「
ち
は
や
」

様
と
云
ふ
格
式
家
の
美
人
娘
さ
ん
と
、
又
、

古
刹
神
社
に
「
神
代
」
と
云
う
是
、
又
、
超

美
人
の
「
巫
女
」
さ
ん
が
い
た
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
此
の
「
竜
田
川
」
と
云
う
若
い
「
お

す
も
う
」
さ
ん
が
い
て
「
わ
し
と
お
茶
で
も

飲
み
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
掛
け
た
。
し
か
し
、

此
の
二
人
の
美
女
は
和
歌
の
如
く
「
ち
は
や

さ
ん
は
振
り
ま
し
た
」、
又
、「
か
み
よ
さ

ん
も
き
か
ず
」
と
、
是
は
つ
ま
り
、
二
人
共

に
何
も
竜
田
川
の
思
い
に
賛
同
し
て
く
れ
な

か
っ
た
と
云
う
事
で
あ
り
、
し
か
る
に
、
此

の
お
す
も
う
さ
ん
の
「
竜
田
川
」
は
「
か
ら

く
れ
な
い
に
水
く
く
る
と
は
」
は
、
つ
ま
り
、

「
え
ー
え
だ
め
か
、
そ
ん
な
ら
水
に
で
も
入

ろ
う
」
の
事
で
、
よ
っ
て
、
川
に
「
ザ
ァ
ぶ
ー

ん
！
」
と
「
入
水
し
て
、
し
も
う
た
ん
だ
よ
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

　«
俳
句
»

早
世
し
た
野
菊
の
墓
の
君
ら
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

め
く
る
音
読
書
に
ふ
け
る
長
い
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

極
ご
く
つ
き

月
や
感
謝
重
ね
て
妻
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

霙み
ぞ

る
る
や
歳
時
記
を
読
み
辞
書
を
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

冬
と
う
こ
う耕

や
鍬く

わ
の
先
ま
で
己
が
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

ア
ル
バ
ム
に
父
母
思
い
出
す
冬
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

木
箱
か
ら
仏
見
ゆ
る
冬
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

小
春
空
飛
行
機
雲
見
て
友
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

ちょうみんひろば

卓
上
の
メ
モ
の
押
へ
の
愛
宕
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

待
つ
春
や
底
に
は
り
つ
く
池
の
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

賑
や
か
に
さ
れ
ど
神
妙
七
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

友
に
書
く
近
況
報
告
寒
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

百
恵

　
«
川
柳
»

疲
れ
び
と
帯
状
疱
疹
寝
て
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

枯
れ
葉
落
ち
や
け
に
目
に
付
く
柿
の
実
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

風
邪
を
ひ
き
糖
尿
忘
れ
栄
養
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子 

発
表
会
孫
し
か
見
て
な
い
バ
バ
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

老
い
て
な
お
家
の
未
来
が
気
に
か
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

少
し
買
い
レ
ジ
で
た
ま
げ
る
そ
の
値
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

年
賀
状
今
は
ラ
イ
ン
に
様
変
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

散
髪
屋
バ
ー
バ
ー
な
の
で
ジ
イ
ジ
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

病
葉
は
路
地
に
散
り
敷
き
落
霜
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
村　

ツ
ト
メ

橋
さ
ん
の
い
た
い
笠
な
つ
か
し
旅
夜
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

お
年
寄
り
足
腰
共
に
年
を
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅
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町
の
熊
大
好
物
の
柿
と
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

「
千
両
」
も
「
万
両
」
も
あ
る
家
な
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

　«
短
歌
»

ク
リ
ス
マ
ス
も
ら
っ
た
膳
を
ス
マ
ホ
撮
り

　

遠
く
の
子
等
に
エ
ア
お
す
そ
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

正
月
の
箱
根
駅
伝
見
る
度
に

　

八
十
路
の
我
の
心
が
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

老
い
進
み
八
十
路
の
春
に
思
い
出
す

　

亡
父
の
言
葉
「
つ
ま
ら
ん
者
に
な
っ
た
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

間
引
き
菜
の
届
い
た
夜
の
食
卓
に

　

菜
飯
ひ
と
つ
を
加
え
て
み
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

令
子

巡
り
あ
ひ
て
心
の
う
ち
に
く
ら
ぶ
れ
ば

　

昔
の
人
ぞ
思
わ
ざ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

惚
け
ず
し
て
名
前
が
出
な
い
だ
け
の
こ
と

　

あ
る
時
突
然
口
に
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

首
す
ぼ
め
一
歩
踏
み
出
し
二
歩
さ
が
る

　

初
霜
の
朝
細
い
月
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

会
ふ
時
が
一
期
の
と
き
の
際
の
時

　

揺
れ
る
思
ひ
を
噛
み
て
出
で
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

能
登
の
地
に
災
害
あ
る
も

　

人
々
の
明
る
い
笑
顔
に
心
う
た
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

百
恵

ちょうみんひろば

　
応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
500
字
以
内
と
し
、
超
え
る
も
の
は
掲
載
を
見
送
り
ま

す
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り

が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
、
原

文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
｟
12
月
届
出
｠

　

川
上　

敏
江　
　

さ
ん　

89
歳　
　

注
連
川

　

三
浦　

伴
子　
　

さ
ん　

83
歳　
　

福
川

　

小
山　

喜
久
枝　

さ
ん　

73
歳　
　

六
日
市

　

見
川　

哲
幸　
　

さ
ん　

85
歳　
　

抜
月

　

川
本　

ソ
キ
エ　

さ
ん　

86
歳　
　

下
須

　

松
前　

富
幸　
　

さ
ん　

72
歳　
　

朝
倉

　

板
垣　

浩
二　
　

さ
ん　

61
歳　
　

下
須

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

吉賀町の人口・世帯数（令和 7年 12 月 31 日現在）
　人口　5,437 人 (-12)　　男　2,620 人（-5）　　女　2,817 人（-7）　　世帯数　2,905 世帯（-7）

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
｟
12
月
届
出
｠

　

佐
々
木　

翔
織
｟
と
お
り
｠
さ
ん

　
　
　
　

翔
多
・
睡
菜
さ
ん
の
子　
　

七
日
市
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